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新年のご挨拶

理事長　東　靖人

 　新年、明けましておめでとうございます。昨年はコロナウイルス感染症
が５類に落ち、世間ではコロナがなくなってしまったかのような受け取りよ
うでしたが、院内の感染対策には変わりはなく、病院の経営には厳しい1年
間であったと思います。当院も昨年のパフォーマンスは目標を大きく下回
り、厳しい一年でした。
　さて本年、辰年は飛翔の年といわれているようですが、年明けから大きな
災害の報道や政治の醜聞が相次いでおります。動乱の年という感じで、ここ
ろ安らかな新年という感じではありません。そんな中で私たち病院人は、医
療サービスを継続していく事が一番のミッションですので、気を引き締めて
いるところです。
　本年は当院にとって大きな予定が２つあります。まず一つ目は当院が日本
医療評価機構の病院機能評価認定受審を9月に受けます。審査に向けて昨年
度から、院内各部署の方々が努力をしてくれております。その過程でいろい
ろな院内の問題点、システム上の不備や調整が必要な事項があぶり出されて
きております。なかなか大変な作業ではありますが、これによって院内のさ
まざまな業務が醸成され、職員みんなにとって働きやすいものになると思っ
ております。また外部からの評価をいただくことは、私たちの視線を上に、
そして広く向けてくれることと思いますので大変良い機会になると考えま
す。
　もう一つは病院の建て替えにむけてのプロジェクトです。当院は4年後を
目処として、199床のケアミックス型の病院に生まれ変わります。病床の内
容は積極的加療や手術を目的とした一般急性期病床、脳卒中や骨折後のリハ
ビリを充分にするための回復期リハビリテーション病床、そして神経難病や
認知症の方々の様々な問題に対応する地域包括ケア病床を計画しています。
昨年暮れには院内各部署に対して新病院への要望の聞き取りを開始しまし
た。ここで出てきた貴重な意見やアイデアを参考にして当院のミッション
「今、あなたに必要な病院へ」が実現できるよう頑張ります。また建て替え
に併せて、現在のクリニック棟を改築し診療所として運用したいと思ってい
ます。この診療所は在宅や施設ケアの方々のハブになれるような、つまり医
療と介護をつなぐような施設になりたいと思っております。周辺には療養施
設の開設や誘致も考えております。
　以上、新年ですので、少し夢も含めた計画を述べました。どの計画も院内
職員のみならず、当院をご援助くださっている院外の方々のご協力がなくて
は実現しないものです。職員一同頑張りますので、本年も当院をどうぞよろ
しくお願いいたします。
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日本医学放射線学会

　ご挨拶が遅くなりましたが、2023年5月に着任させていただきまし
　た放射線科の佃と申します。
　姫路中央病院に勤務して、初めて姫路市にやって参りました。
　姫路の医療に少しでもお役に立てるように頑張らせていただきます
　ので、今後ともよろしくお願い致します。
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日本整形外科学会
日本リハビリテーション学会

整形外科

外傷・一般整形外科

整形外科に着任いたしました片山 直志と申します。外傷領域の手術を
中心に中国・四国地方の病院で診療してまいりました。
この度ご縁を頂き地域の住民の皆様に必要とされる診療を提供すべく
安藤部長と精進してまいります。

2023年忘年会
　2023年12月9日（土）ホテルモントレ姫路において忘年会が行いました。
　病院全体での忘年会の開催は４年ぶりとなり、大いに盛り上がりました。
　理事長・病院長のあいさつ、余興やビンゴ大会などが行われ2時間ほどの宴会はアッと
　いう間にすぎてしましました。
　最後に理事長の一本締めで2023年の忘年会を終えました。



　手術を受けるということは、ほとんどの患者様にとって未知で不安なものです。
　そのような漠然とした不安を理解し、患者様が安心して手術が受けられるよう手術室スタッフが
術前・術後の訪問を実施して良好な信頼関係を築くための努力をしています。
　安全と安楽が提供できるよう、なおかつ円滑に手術が遂行されるように心掛けています。

手術室数：３室
手術科　：外科・整形外科・脳神経外科・脳神経内科・皮膚科
手術室スタッフ：専任麻酔科医が１名、看護師５名（うち師長1名、副師長1名）
※中央材料室は、看護助手1名で手術室スタッフが兼任で対応しています。

手術には医師・看護師だけでなく、多くのコメディカル（放射線科、検査科、臨床工学科など）が
携わり、時間外・夜間・祝祭日・日曜日の緊急手術にも24時間体制で迅速対応しています。

手術について

手術室・中央材料室紹介

2023年の手術実績
外科…２８２件
整形外科…１６８件
脳神経外科…８４件
脳神経内科…７件
皮膚科…２件

手術が決まったら
　手術を行う際には「麻酔」を必ず行います。麻酔・手術を安全に受けるために手術室から次のよう
なお願いがあります。
　１つ目　喫煙されている方は、手術が決まった時から禁煙しましょう
　　　　　　→喫煙が手術中の障害（痰）になる　
　２つ目　グラグラした歯の治療を済ませておきましょう
　　　　　　→気管内挿管（空気の通り道を確保する器具）で抜けたり折れたりする可能性がある
　３つ目　ネイルは落として、ジェルネイルは外しておきましょう
　　　　　　→足の爪も同じです
　４つ目　口周りのひげは剃っておきましょう
　　　　　　→（願掛けや断固たる意志によるものは要相談）
　　　　    ※麻酔についての説明動画を右下のQRコード
　　　　　    を読み込み、是非ご視聴ください。

手術室・中央材料室



　院内保育所の「なかよしばたけ」では、かぶ作りにチャレンジしました。まずは栄養たっぷりの腐葉土を頂
いて土作りをし、そこに子どもたちがかぶの種を蒔きました。毎回服や靴をびしょびしょにしながらじょうろ
で何杯も水やりをしてくれました。その甲斐あって芽が出て少しずつ葉っぱが茂り白い実が見え始め、「土の
中はどうなっているかな？」「実は丸いかな、長いかな？」とイメージを膨らませワクワクしていました。保
護者に「これはおおきなかぶ！」と誇らしげに紹介する姿も見られました。収穫時にはみんなで力を合わせて
かぶを引き、土の中からやっと顔をのぞかせたかぶに目をキラキラ輝かせて喜んでいました。２か月以上愛着
を持ってお世話をする中で、かぶの生長に興味を持ってもらえたことをうれしく思います。毎日葉っぱを食べ
に来る可愛いおんぶバッタやアオムシとの出会いもあり、野菜栽培は子どもたちにとって自然と触れ合う楽し
い経験となりました。これからも四季折々の自然に触れてそれらの感触を味わい、好奇心いっぱいの豊かな心
を育んでいきたいです。

院内保育所ニュース


